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１．平成19年９月中間期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 15,264 80.6 558 61.8 445 － 239 －

18年９月中間期 8,450 23.9 345 － △1,945 － △2,183 －

19年３月期 23,571 － 786 － △1,552 － △7,830 －

１株当たり中間
（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益

円 銭 円 銭

19年９月中間期 825 56 823 77

18年９月中間期 △9,440 84 － －

19年３月期 △30,073 51 － －

（参考）持分法投資損益 19年９月中間期 －百万円 18年９月中間期 △1,900百万円 19年３月期 △1,896百万円

(2）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 22,555 15,332 63.8 49,661 55

18年９月中間期 16,570 11,019 61.8 44,280 12

19年３月期 22,578 14,815 61.7 48,099 59

（参考）自己資本 19年９月中間期 14,383百万円 18年９月中間期 10,246百万円 19年３月期 13,930百万円

(3）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

19年９月中間期 165 △666 381 5,068

18年９月中間期 274 △2,589 2,431 1,811

19年３月期 1,228 △2,579 2,876 5,164

２．配当の状況

１株当たり配当金

（基準日） 中間期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭

19年３月期 － － 167 00 167 00

20年３月期 － － －

20年３月期（予想） － 167 00 167 00

３．平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 35.8 1,200 52.5 1,000 － 550 － 1,899 02
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４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　無

(2）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のための基本とな

る重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　有

②　①以外の変更　　　　　　　　無

（注）詳細は、30ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。

(3）発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数

   （自己株式を含む）
19年９月中間期 289,623株 18年９月中間期 231,394株 19年３月期 289,623株

②　期末自己株式数 19年９月中間期 －株 18年９月中間期 －株 19年３月期 －株

（注）１株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、41ページ「１株当たり情報」

をご覧ください。

（参考）個別業績の概要

１．平成19年９月中間期の個別業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日）

(1）個別経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 1,806 △72.5 663 46.3 682 237.8 620 －

18年９月中間期 6,567 7.1 453 89.0 202 △31.2 △1,946 －

19年３月期 7,885 － 529 － 271 － △7,343 －

１株当たり中間
（当期）純利益

円 銭

19年９月中間期 2,143 40

18年９月中間期 △8,417 43

19年３月期 △28,202 67

(2）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 17,662 15,177 85.7 52,287 57

18年９月中間期 15,273 11,062 72.4 47,791 86

19年３月期 17,522 14,592 83.2 50,311 16

（参考）自己資本 19年９月中間期 15,143百万円 18年９月中間期 11,058百万円 19年３月期 14,571百万円

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

  本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる本資料発表日

現在における仮定を前提としており、実際の業績は今後、様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ「１．経営成績

（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。

  なお、当社は、平成19年10月31日開催の当社取締役会において、株式会社ＣＪホールディングスによる当社株式

等の取得を目的とした公開買付けの実施（平成19年11月１日～平成19年12月13日）について、賛同の意を表明する

旨を決議しておりますが、本資料においては、当該公開買付けの成立を前提とした記載は行っておりません。
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１．経営成績
(1) 経営成績に関する分析

① 市場環境（平成19年９月30日現在）

イ 国内モバイル・インターネットの市場環境

日本国内における携帯電話の契約数は平成19年９月末現在で9,933万契約に達し、このうちインターネット接続可

能な携帯電話が占める割合は87.1％となっております。また、平成19年９月末現在の第３世代携帯電話(３Ｇ)の契約

数は7,932万契約と急成長を遂げており、モバイル・インターネット市場の成長を加速させる促進剤と考えられてお

ります。

３Ｇやパケット定額制の普及を背景に、平成18年のモバイル・コンテンツ市場は、対前年比16％増加し3,661億円

に成長いたしました。また電子マネーやクレジットカード決済機能の搭載により、モバイル・コマース市場は平成18

年には対前年比38％増の5,624億円となり、うちチケット購入サービスやオークション手数料等の収入を除いた物販

系市場は対前年比68％増の2,583億円へ拡大しております。　

さらには、モバイル広告市場についても、平成18年の市場規模390億円から、平成23年にはその3.3倍程の1,284億

円迄の成長が予想されています。

（出所：社団法人電気通信事業者協会、モバイル・コンテンツ・フォーラム、及び株式会社電通総研の各資料より当

社作成）

ロ 国内通信販売の市場環境

平成18年度の国内通信販売業界全体の売上高（推計）は、３兆6,800億円と前年度比9.5％増となっております。

（出所：社団法人日本通信販売協会資料より当社作成）

② 当中間期の経営成績

（中間期）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円・単位未満切捨）

平成19年３月期

中間期

平成20年３月期

中間期
増減

金額 百分比（％） 金額 百分比（％） 金額 増減率（％）

売上高 8,450 100.0 15,264 100.0 6,813 80.6

売上総利益 3,566 42.2 6,665 43.7 3,099 86.9

営業利益 345 4.1 558 3.7 213 61.8

経常利益又は

経常損失（△）
△1,945 △23.0 445 2.9 2,390 －

中間純利益又は

中間純損失(△）
△2,183 △25.8 239 1.6 2,422 －

経営成績（中間期）総括 

当中間期における連結売上高は、引続きモバイル・コンテンツ事業での効果的なプロモーション戦略による主力コン

テンツの伸長や、前年下期より連結を開始した株式会社JIMOSの化粧品通販事業を主とするコマース事業の収益貢献に

加え、広告事業における収益の立ち上がりも進んだことから、15,264百万円と対前年同期比6,813百万円増（80.6%増)

の大幅な増加となり、中間期ベースで過去最高を更新いたしました。

　営業利益につきましては、モバイル・コンテンツ事業の売上高増加と売上総利益率の改善、及びコマース事業の新規

連結による売上総利益の増加要因等に加え、広告投資効率の改善や、のれん定額償却の減少要因等もあり、558百万円

と対前年同期比213百万円増（61.8％増）となりました。

　また、当社の関連会社であった株式会社JIMOSに係る持分法による投資損失の計上により、大幅な経常損失及び中間

純損失を計上した前年同期に比し、当中間期については、経常利益は445百万円、中間純利益は239百万円の計上となり

ました。

 （ご参考）

１株当たり中間純利益 ＲＯＥ ＥＢＩＴＤＡ

平成20年３月期 中間期 825.56円 3.4％ 1,037百万円

 (注）ＥＢＩＴＤＡ：営業利益＋減価償却費＋のれん定額償却費
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 事業の種類別セグメント売上高

 （単位：百万円・単位未満切捨）

事業種別

平成19年３月期

中間期

平成20年３月期

中間期
増減

金額 構成比（％） 金額 構成比（％） 金額 増減率（％）

モバイル・コンテンツ事業 5,739 67.9 6,183 40.5 444 7.7

コマース事業 154 1.8 6,044 39.6 5,889 ―

ソリューション事業 1,229 14.6 1,415 9.3 185 15.1

広告事業 69 0.8 615 4.0 546 783.5

投資事業 143 1.7 ― ― △143 ―

海外事業 1,113 13.2 1,004 6.6 △108 △9.7

合計 8,450 100.0 15,264 100.0 6,813 80.6

イ モバイル・コンテンツ事業　　

モバイル・コンテンツ事業は、引続き効果的なプロモーション戦略により、『江原啓之スピリチュアルメッセー

ジ』等の主力コンテンツを中心に堅調に推移し、売上高は6,183百万円と対前年同期比444百万円増（7.7%増）となり、

中間期過去最高を更新いたしました。新規コンテンツの投入に加え、既存コンテンツでは、『鏡リュウジ恋占術』に

おけるプレミアム会員コースの提供等、サービスの追加による新たな課金設定を行うことにより、今後のユーザー一

人当たり売上高の向上策も実施いたしました。 

ロ コマース事業　　　

コマース事業は、前年下期より連結を開始した株式会社JIMOSの化粧品通販事業や、同社子会社によるアウトレッ

ト商品販売の収益を主として、売上高は6,044百万円と対前年同期比5,889百万円増となり、大幅に伸長いたしました。

特に化粧品通販事業につきましては、株式会社JIMOSのコンタクトセンターが、当中間期に社団法人企業情報化協会

主催の平成19年度「優秀カスタマーサポート表彰制度」における通信販売企業では初めてとなる“Best Customer 

Support of The Year ２００７”優秀賞を受賞いたしました。 

　また、モバイルコマースにおいては、当中間期にスタイライフ株式会社や当社子会社である株式会社サイバードの

他、ベンチャーキャピタル等からの出資によりファッションコマースの新会社「株式会社ナッティ」を設立いたしま

した。当社グループは、今後、同社に対する集客・プロモーション支援の提供により当該事業売上の一定割合を獲得

しつつ、同社顧客を当社グループのモバイルプラットフォームへ誘導し、収益化を図ってまいります。

ハ ソリューション事業

ソリューション事業は、モバイルサイトの安定的な開発・運用収益に加え、株式会社JIMOSにおけるクライアント

企業向け通販支援事業や、ＥＣサイト開発を主とする同社子会社の新たな収益連結等により、売上高は1,415百万円

と対前年同期比185百万円増(15.1%増)となりました。

ニ 広告事業

広告事業は、ナショナルクライアント等からの出稿によるモバイル広告販売の拡大に加え、クライアント企業向け

通販広告代理業のさらなる寄与もあり、売上高は、615百万円と対前年同期比546百万円増(783.5%増)となりました。

今後は、広告事業の推進に当たり、当社グループが各事業を通じて獲得した会員の定着化を図ることで構築してきた

プラットフォームの強化と、新しく生み出されるメディアにおける各種広告の露出機会を会員に提供することにより、

当該事業を既存事業に続く収益獲得の柱として育成していく予定です。

ホ 投資事業

当中間期における投資事業の売上高計上はありませんでしたが、子会社の株式会社サイバード・インベストメン

ト・パートナーズの運営・管理による「サイバード・プラスモバイル・ファンド」を通じ、新たに３社への出資を

行った結果、現在、８社に対して投資を行っております。

へ 海外事業

北米コンテンツプロバイダーである連結子会社Airborne Entertainment Inc.の収益により、海外事業の売上高は、

1,004百万円となりました。現地における端末の高機能化が進み、３Ｇ系の動画コンテンツやゲームコンテンツ等の

急速な成長を背景に、同子会社も市場ニーズへの対応に向けた３Ｇ系動画コンテンツの開発やモバイルによるＢｔ

ｏＢ事業等の高付加価値サービスの提供に注力しております。
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 ③当期の見通し

当中間期の連結業績は、前述のとおり堅調に推移しており、当下期におきましても、主力事業であるモバイル・コン

テンツ事業での効果的なプロモーションの実施等や、コマース事業における化粧品通販事業での広告投資効率の重視と

収益性の高い商材の継続的投入、また、広告事業におけるメディア価値の増大と販売体制の強化等により、引続き堅調

な業績推移を見込んでおります。

　これらにより、当期連結業績の見通しにつきましては、売上高32,000百万円、営業利益1,200百万円、経常利益1,000

百万円、当期純利益550百万円を見込んでおり、期初(平成19年５月22日付）に発表いたしました当期の見通しに、現時

点での変更はありません。

　なお、当社は当社グループにおける純粋持株会社であり、当社の個別業績には投資判断上の有意性は乏しいと考えら

れることから、個別業績予想の発表は行っておりません。

(2) 財政状態に関する分析

① 資産・負債・純資産の状況

当中間期末の資産合計は22,555百万円となり、負債合計は7,222百万円となりました。

純資産につきましては、中間純利益計上による増加の他、為替換算調整勘定の増加等もあり、前期末に比し、516百

万円増の15,332百万円となりました。

　また、当第１四半期に、当社単体の過年度に生じた欠損について資本剰余金による補填を実施したことから、当中

間期末の資本剰余金は前期末に比し大幅に減少し、一方、利益剰余金の減少幅も縮小いたしました。

平成19年３月期

中間期

平成20年３月期

中間期

（平成18年９月30日） （平成19年９月30日）

自己資本比率（％） 61.8 63.8

時価ベースの自己資本比率（％） 124.4 53.8

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 5.8 10.9

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 4.3 1.6

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

（中間期については、営業キャッシュ・フローを年額に換算するため２倍しております。）

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　（注）１　株式時価総額は当中間連結会計期間末株価終値に発行済株式総数を乗じて算出しております。

２　キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は中間連結貸借対照表に計

上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としています。
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